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採取した試料は厚さ 23cmで重量が約 90kgの鉄筋コンクリート塊3個で、ゅ19酬の鉄筋が 12cmのか




















































と図ー 1のように壁の表側・裏側とも表面から 5cm 
位迄の深さの範囲のpH値が低くなっており、中性化の
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(b)中心部のモルタル
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図-4 X線回折試験結果
壁の表層部及び中心部のコンクリート中からモルタ
ル部分だけを取り出し、微粉砕したものを試料としてX線回折試験を行った。 図-4に示したピークから
判読すると、炭酸カルシウムやエトリンガイトは表層部の方に多く見られ、海水の影響をより受けたことが
伺える。 また、フリーデル氏塩やモノサルフェート等のピークも見られる。
一方、コンクリートから 19程度のモルタル片を取り出し、スバッタ装置で金蒸着して電子顕微鏡で観察
した結果では、表層部、中心部共にエトリンガイトやフリーテ、ル氏塩等がモルタルの微細な空隙中に観察さ
れた。 ごれらの結晶は表層部で大きく、中心部でもフリーデル氏塩らしき六角形柱状結晶が確認された。
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